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　嘉島町長を10 期途中まで務め、2023（令
和５）年10月に亡くなった荒木泰臣氏（享年
77）の銅像が町役場に建立され、10月19日、
記念式典がありました。高さ約１・８㍍の青
銅製。区長ら町民有志による建立委員会（石
坂道春委員長）が住民や企業などから寄付を
募って完成させました。
　式典には木村敬知事をはじめ大西一史熊本
市長や上益城郡の町長、県選出の国会議員ら
町内外から約 300 人が出席。石坂委員長は

「治水対策や企業誘致に取り組まれ、町の人
口は１万人を突破。全国町村会長として地方
自治の発展に尽くされました」と、あいさつ、
改めてその功績をたたえました。
　制作した彫刻家の片山博詞さん（福岡市）
は「町民の方に語り掛けるようなイメージで作
りました」と話しています。
　荒木氏は、2005 年から県町村会長を18 年、
全国町村会長を17年から３期６年務めました。

　熊本県の重要無形民俗文化財に指定されている「六
嘉の獅子舞」が 10 月 18 日、下六嘉コミュニティー
センターでありました。六嘉神社の秋の大祭（10 月
17 日以降の最初の土曜日）で無病息災と五穀豊

ほう

穣
じょう

を
祈願して奉納されています。
　雨が予想されたため、昨年に続き神社境内から会場
を変更。地元の園児や小学生が「釣り子」や「棒使
い」を担い、笛や太鼓の調べに合わせて雌雄の獅子を
操りました。子どもを担いだり、２頭が一緒に舞った
り、伝統を受け継いだ勇壮な舞が披露され、観客を楽
しませました。
　２頭の獅子が約20㍍のはしごを交互に登る呼び物の

「棚のぼり」は中止されましたが、縁起物のボタンの花
をじゃんけんで勝った来場者に贈りました。

故荒木泰臣氏の銅像建立
～町役場で記念式典

獅子に担がれた棒使い ボタンの花を贈る保存会員

釣り子に操られて舞う獅子

記念式典で行われた銅像の除幕式
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伝統受け継ぎ　勇壮に奉納六嘉の獅子舞
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学年合唱する３年生

元気に相撲を取る子どもたち

グラウンドゴルフを楽しむお年寄りたち

　嘉島中の合唱コンクールが10月17日、
同中体育館で開かれました。テーマは

「響き合う声　つながる想い」。クラスご
とに練習の成果を競いました。
　１、２年生は自由曲、３年生は課題曲

「旅立ちの日に」と自由曲を披露。息の
合った伸びやかな歌声を響かせました。
　表現力、技術（技能）、ステージマナー
に授業中の頑張り度を加えて審査し、１
年３組、２年１組と３組、３年１組と２
組が金賞を受賞。郡中学音楽会に３年２
組が出場推薦されました。
　審査した御船高の髙木啓伍音楽科教諭
は「最上級生からは、３年間のいろいろ
な思いが伝わってくる合唱でした」など
と講評しました。

響き合う声　つながる想い
嘉島中合唱コンクール

はっけよい！
上島四所神社で子ども相撲　上島四所神社で10月９日、秋の大祭があり、「子ど

も相撲」が奉納されました。
　地区住民が、境内の土俵に赤土を加えて固め、わ
ら筒に入れた塩を準備。地元の保育園児や小学生約
50人が、元気いっぱいに相撲を取りました。
　少し恥ずかしそうな幼児たちは「みんなが健やか
に育つようにお願いするんだよ」と、父母らに励まさ
れて土俵に上がりました。向き合ったままなかなか動
かない取り組みもあり、境内は笑顔と歓声に包まれま
した。
　町内の神社で行われている子ども相撲の奉納は、
五穀豊

ほうじょう

穣や天下泰平などを願う秋季大祭の恒例行事
として継承されています。

　嘉島町老人クラブ連合会（津出悦男会長、13ク
ラブ639人）の第51回グラウンドゴルフ大会が10月
21日、くまトヨスポーツパークの多目的競技場で会
員約100人が参加してありました。
　参加者全員でラジオ体操をしてしっかり体をほぐ
し、鍋田町長らが始打式を行って競技を開始。５～
６人が一組になって長短の異なる設定コースを回り、
日ごろ培った腕前を競いました。
　ホールインワンを達成した人に拍手や歓声が上
がり、思わぬミスショットをして苦笑いする場面
も。青空が広がった秋晴れの下、お年寄りたちはス
ティックを手に心地よい汗をかいていました。
　◇成績（敬称略）①米満勉（鯰）②西村正憲（上
六嘉）③池島健蔵（上島）、田中高之（高田）◇最
高齢者賞　米満勉（92）＝鯰、牛嶋タミ子（93）
＝北甘木

ナイスショット！
町老連 GG 大会
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　「かしま水の郷まつり2025」は10月11日、上島の
イオンモール熊本で開催されました。30年前に始
まった祭りは、今回で27回目。猛暑下での安全面
を考え、これまでの８月開催から秋開催に変え、舞
台イベントも初めて屋内で実施しました。
　ステージは午後３時半に幕開けし「おがっち」さ
んが司会進行。嘉島太鼓、町消防音楽隊、嘉島中吹
奏楽部の演奏やB-fitスポーツクラブ、K-Glow☆UP

のダンスが順次披露されました。歌謡ショーもあり、
熊本市在住の演歌歌手、不知火鈴香さんがデビュー
曲「良くない恋泣くよ」をはじめ松田聖子さんの
ヒット曲などを情感豊かに歌いました。
　屋上には多くの露店やキッチンカーが出店。家族
連れや友人グループが、夜空を彩る打ち上げ花火を
見上げ、秋の夜長を満喫しました。
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かしま水の郷まつり 2025　イオンモール熊本
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屋上で花火を楽しむ観覧者
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か
し
ま
水
の
郷
ま
つ
り
２
０
２
５　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本

広報かしま 2025.11

5



子ども議会�
� 嘉島中３年生 町政に積極提案

　Ｑ　嘉島中体育館への空調設備導入と、誰でも使
いやすいトイレ改修を提案します。�（緒方凜さん）
　Ａ　空調設備は熱中症予防や学習環境改善につな
がります。ただ、嘉島東小や嘉島中の校舎増築を進
めており、財政が厳しい中で空調効果を考えた断熱
工事も伴うため、慎重にならざるを得ません。
　トイレ改修は当面、校舎増築に向けたテニスコー
ト移設に伴う屋外トイレの移設先を、体育館南側玄
関の周辺に設置して補完できると考えています。

　Ｑ　町民体育館に空調設備の設置を提案します。
災害時の快適な避難所にもなります。（稲葉莉瑚さん）
　Ａ　熱中症対策や防災面を含む機能強化の観点か
ら必要性は十分理解しています。ただ、機器の導入
のほか大掛かりな断熱工事が必要で多額の費用がか
かるため、スポットクーラーや扇風機を設置するな
どの対応をしています。快適な利用に設置は必要と
考えますが、今後の町の財政状況や国の財政支援な
どの動きを注視しながら検討したいと考えます。

　Ｑ　公園にごみ箱を設置すれば、景観や衛生環境
改善につながると思います。（徳永亜未梨さん）
　Ａ　町に公園は39カ所あり、清掃管理は町直営
13、業者委託２、地域委託８カ所のほか、４カ所は
老人会、住宅開発地区の12カ所は地区住民の方々に
お願いしています。現時点では「持ち込まれたごみ
は持ち帰りを原則とする」管理方法で進める考えで
すが、公園内の美化を考える上で良い提案だと理解
しています。今後も啓発強化と環境美化に努めます。

　Ｑ　「天然プール」のごみ箱設置と、管理体制を
整えることを提案します。� （東田千結莉さん）
　Ａ　「自分のごみは自分で持ち帰る」を前提に、道
路や公園などの公共施設にはごみ箱を設置しないこ
とが主流です。お願いや警告を明示した看板を設置
し、来場者の意識に訴えかける対策に力を入れたい
と思います。利用マナーや防犯対策として管理棟を
設ける提案は有効だと思います。天然プールの正式
名称は「矢形川湧水天然プール」で、県が管理する
河川の一部です。今後も県や御船警察署と共同で対
策を講じたいと思います。
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　嘉島中の３年生15人が町議会の一般質問を体験
する「子ども議会」が10月６日、町議会議場であり、
生徒議員が積極的に意見を述べました。
　次代を担う若者に町政や議会への関心を促す取り
組みです。３年生は班ごとに町の課題や展望を話し
合って質問を準備。代表生徒が鍋田町長や青木教育
長ら執行部の答弁を求め、ほかの３年生は別室のモ
ニターで傍聴しました。

　質問は公園や天然プールのごみ問題や物価高騰対
策など多岐にわたり、ご当地キャラクター作りを要
望するユニークな提案もありました。議長は中村結
彩さんと大塚梨央さんが交代で務め、前半を担当し
た中村さんは「緊張しましたが、町議会に関わるこ
とができてうれしい」と、笑顔で話しました。
　一般質問（要約）は以下の通りです。

イラストを示し、ご当地キャラクター作りを提案

　Ｑ　利用者が快適に利用できるように町内のバス
停に屋根を付けることを提案します。（荒牧美琴さん）
　Ａ　屋根付きのバス停は町内に８カ所あります。
猛暑や降雨の状況から設置は必要と考えます。乗降
や歩行者の支障とならない有効幅員の確保や、設置
費用はどこが出すのかも課題です。歩道幅に余裕が
ある道路は少ないのですが、利用状況を踏まえて道
路管理者やバス事業者、企業などと調整の上、待合
環境の改善に向けた検討を進めます。
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　Ｑ　町民が安くておいしい食品を買えるように物
価高騰対策を考えてほしいです。（荒木洸多郎さん）
　Ａ　安く購入できる「無人販売」導入を提案され
ました。利便性も期待できますが、防犯対策や初期
の設備投資などが必要で、総合的に判断する必要が
あります。町内には JA 直売所があり、スーパーに
も出店されています。上益城郡の新鮮で安全安心な
野菜を安く販売しています。地産地消の観点からも
地元農産物の購入にご協力ください。

　Ｑ　田んぼを活用した「田植え体験」や「収穫体
験」を行うことを提案します。� （髙野由奈さん）
　Ａ　町内では、表作に水稲か大豆、裏作に麦の二
毛作栽培が行われ、本年度産の水田利用率は 183％
と高く、ほとんどが JA に出荷されています。
　農作業体験は、JA などが小学生や園児に実施し
ており、農業に関心を持つきっかけになっているの
ではないかと思います。後継者不足解消の取り組み
の一つです。新たな要望がある時はご相談ください。

　Ｑ　「水の郷まつり」の花火の際に音楽やライトアッ
プで盛り上げることを提案します。（伊藤翔奏さん）
　Ａ　以前、浮島で開催していた時は、舞台や水面
に映る花火は特徴的で、音楽やレーザーショーに併
せた花火は好評でした。その後、来場者が急増し、
駐車場不足や交通渋滞などで会場がイオンモール熊
本に移り、花火の打ち上げ場所や観覧所の環境が大
きく変わりました。現状の打ち上げ地点では難しい
と考えますが、より楽しんでもらう工夫ができない
か、関係業者の方に相談したいと思います。

　Ｑ　町活性化や住民の幸福に貢献する「クリスマ
スマーケット」開催を提案します。（上田結心さん）
　Ａ　とても良いアイデアだと思います。多くの予
算と人員確保が必要で、新たなイベントの実施は現
時点では難しいことをご理解ください。
　今後、検討する場合は行政だけでなく地域の方々
と一緒に進めることが重要です。若い世代が積極的
に関わることはとても大切だと考えていますので、
皆さんにも力を貸していただければと思います。

　Ｑ　町にさまざまなスポーツ施設を増やすことを
提案します。� （石嶋湧さん）
　Ａ　スポーツ施設を増やすことは、地域活性化や
住民の健康増進に有意義です。提案の町民プールや
スケートボードパーク、バスケットボールコートな
どができれば、より多くのニーズに応えられます。
一方で建設費や維持管理費の負担もあるため、既存
の施設を利用するほか、近隣市町の施設を相互に有
効活用することも検討していきたいと考えます。

　Ｑ　子どもによる町づくり体験を増やすことはで
きないでしょうか。� （小田瑞葵さん）
　Ａ　「子どもが町のことを知り、考え、意見を出
す。自分の将来を考えるようになる。世代を超えて
絆が深まる」という提案理由はその通りです。「東
校区の人が西校区へ、西校区の人が東校区で清掃活
動する」と「子どもが運営する行事をつくる」提案
は、実現に向けサポートしたいと思います。先生方
にも相談し、主体的に内容をより深めていただけれ
ばと思います。

　Ｑ　嘉島町の魅力をもっと伝えるため、観光スタ
ンプラリーを提案します。� （岡本翔太さん）
　Ａ　九州中央地域連携推進協議会が実施するスタ
ンプラリーに参加しています。スタンプ設置箇所は
町民会館のみですが、町を訪れるきっかけになるの
ではと考え、観光パンフレットなどを置いて PR に
努めています。町単独で行う場合は財源や人員の確
保が負担になり、来訪者の移動手段や駐車場確保と
いった課題も多く慎重に検討しなければなりません。

　Ｑ　町の知名度を上げるため、ご当地キャラク
ターを作ることを提案します。� （福永湊大さん）
　Ａ　具体的案も示していただきました。とても素
晴らしいと思います。町が制作する際は多くの人に
募集をかけ、広く意見を聴く必要があります。何の
目的でどんな活動をするのか、活動予算はどうかな
ど、人員体制や戦略も必要でしょう。現段階では考
えていませんが、嘉島町のキャラクターが誕生して
いる未来を期待しています。
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　第23回宇城・上益城地域統一畜産共進会が９月
27日、熊本県畜産農業協同組合城南支所（山都
町）であり、肉用種牛や肉牛、堆肥、飼料作物の
各部門を競いました。
　嘉島町の畜産農家からも出品され、肉用種牛

（黒毛和種４部）で、下仲間の㈱藤木牧場（藤木
亨大代表取締役）の「ひまわりさくら号」が名誉
賞の首席、「わかゆり号」が２席を受賞。ひまわ
りさくら号は、肉用種牛の黒毛和種の部全体のグ
ランドチャンピオンに輝きました。
　堆肥の部では、高田の山内牧場（山内秀一代
表）が、名誉賞４席、藤木牧場が優秀賞をそれぞ
れ受賞しました。

　嘉島町の田んぼで 10 月中旬、すっ
かり色づいた水稲の収穫作業が行われ
ました。本格的な秋の訪れを告げる風
景です。
　今年、町内で作付けされた水稲は、
昨年を少し上回る約 229㌶。８月に記
録的な大雨に見舞われましたが、生育
に支障はなく、その後も台風や病害虫
などによる大きな被害を受けずに収穫
期を迎えました。
　下六嘉の田んぼでは、農家のご夫婦
が力を合わせて稲穂をコンバインで刈
り取り、カントリーエレベーターに運
び込んでいました。
　稲刈りを終えると、今度は大豆の収
穫が始まります。

実りの秋
町内で一斉に稲刈り

藤木牧場、山内牧場が受賞
宇城・上益城統一畜産共進会

秋の町内一斉清掃

コンバインで稲を刈り取る農家

肉用種牛（黒毛和種）のグランドチャンピオンになった 
藤木牧場の「ひまわりさくら号」

　秋の町内一斉清掃が10月26日に行われ、午前
７時と８時開始に分けて全13行政区ごとに住民
の皆さんが一斉に美化活動に励まれました。
　参加者はごみ袋を手に地区内の道路や公園、
空き地などに放棄されたペットボトルや空き缶、
たばこの吸い殻などを拾い集めたり、草刈りに
励んだりしてきれいにしました。
　集めたごみは丁寧に分別し、校区ごとに指定
された日にステーションに排出しています。
　一斉清掃は春、秋の年２回行われています。

道路のごみを拾い集める住民の皆さん

ご苦労さまでした

広報かしま2025.11
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　町職員人権研修会が10月22日、町役場で開か
れ、元小中学校校長で、元熊本市人権擁護委員
の野田幸孝さん（熊本市）が「我流の人権論～
人間の尊厳（生きること）に関する考察～」の
演題で話しました。
　野田さんは、身分差別をはじめ、現代のSNS
による誹

ひ

謗
ぼう

中傷など、さまざまな差別や人権侵
害の事例を紹介し、その背景や問題の本質に言
及。「まず、自己を見つめ、学ぶことが大切で
す。皆さんが先頭に立って『豊かな人権文化の
創造』を実現してください」と呼びかけました。

町職員人権研修会
豊かな人権文化創造へ

　嘉島町役場と職員組合の合同で「クリーン作
戦」が10月23日の業務終了後、町内で行われ、
役場職員が約１時間、清掃活動に励みました。
　熊本県が2002（平成14）年度に始めた水辺の
県下一斉清掃の一環です。職員たちは、浮島や
矢形川、天然プールの周辺および役場を中心と
した町道などを部署ごとに担当地区を決め、ポ
イ捨てされたごみ類を集めて回りました。
　天然プール周辺を受け持った部署の職員たち
は、「改めて湧き水に恵まれていると思います。
きれいな水辺をいつまでも残したいですね」な
どと話していました。

　本年度の上益城地区社会人権教育研究集会が９月
24日、町民会館ホール「アクア」で開かれました。
郡内の住民や社会教育団体、行政・教育関係者らが
集い、「すべての住民が心豊かに暮らすために、お
互いの人権を尊重し合い、差別のない明るい社会の
実現をめざす」ことを誓いました。
　事務局の嘉島町が、差別解消に向けた国や熊本県
の取り組みを紹介し、「人権尊重社会」の確立につ
いて基調提案。御船町が人権教育推進協議会各部会
の研修会、人権啓発パネル展や相談体制の取り組み
などを報告しました。
　結婚差別の実例を基にした啓発映画の上映や熊本
市国際交流振興事業団常務理事・八木浩光氏の講演

「外国人と人権～多様性を尊重する地域社会の実現
～」もありました。

上益城・社会人権教育研究集会
心豊かに暮らすために

外国人と人権について講演する八木浩光氏

職員クリーン作戦

きれいな水辺いつまでも
講話する野田幸孝さん

天然プール周辺のごみを拾う役場職員

広報かしま 2025.11
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　上仲間にある水光商事（水俣市）の取水処理施設
「アクアクララくまもと」の敷地内で10月 26日、地
区住民45人が参加して消防避難訓練がありました。
　上益城消防署から高所作業車や救急車なども参加。
地元消防団や老人会、女性部などから参加した人た
ちは、119 番通報や初期消火の要領を学び、非常食
を試食。自動体外式除細動器（AED）を使った応急
手当の実習や消防車両の乗車体験もありました。
　昨年10月に操業を始めたアクアクララは、施設２
階に災害時の避難スペースを提供しています。区は
秋の全国火災予防運動（11月９～15日）の一環で
訓練を企画しました。

　嘉島町認知症フォーラムが９月28日、町民会館
ホール「アクア」で開かれ、講演会や認知症予防プ
ログラム体験会がありました。町社会福祉協議会主催。
　元教諭で若年認知症家族会会長の三川一夫さん

（東京都）が、「家族として、ともに歩む」の演題で
講演。若年性アルツハイマー型認知症の妻、泰子さ
んの介護体験を紹介し、認知症の理解や支援の大切
さを語りました。
　予防プログラム体験会では、町地域包括支援セン
ターが開講している「脳いきいき教室」の取り組みを
公開。「脳いきいきサポーター養成講座」や「認知症
カフェ」、各地区公民館の「ふれあい・いきいきサロ
ン」も紹介しました。

　嘉島町の大型商業施設「イオンモール熊本」の開
業 20 周年記念セレモニーが 10 月 11日、施設内の
イベントスクエアで行われました。
　2005（平成17）年 10月 10日に「ダイヤモンドシ
ティクレア」として開業し、07年から現名称で営業
しています。延べ床面積は約12万平方㍍。総合スー
パーをはじめ、映画館や書店、衣料品店など約 200
のテナントが並ぶ熊本県内最大級のショッピングセ
ンターです。
　式典には上益城郡内の町長らが出席し、イオン
モール九州・沖縄事業部長の首藤隆弘氏が「今後も
地域に貢献しながら成長、発展を目指します」とあ
いさつ。鍋田町長が祝辞を述べ、平成音大の祝賀演
奏やくまモンショーで節目を祝いました。

若年性アルツハイマー型認知症の妻の介護体験を語る 
三川一夫さん（舞台右端）

認知症フォーラム

講演、予防プログラム体験会

記念撮影する鍋田町長（前列右）らセレモニー出席者

イオンモール熊本
開業 20 周年セレモニー㊗

AED 操作も学ぶ
上仲間で避難訓練

AED を使った応急手当を実習する住民
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嘉
島
町
消
防
団
の
本
年
度
の
新

任
分
団
長
４
人
が
９
月
27
、
28
の

両
日
、
県
消
防
学
校
に
入
校
。
指

揮
幹
部
科
（
分
団
指
揮
課
程
）
で

教
育
訓
練
を
受
け
ま
し
た
。

　

27
日
朝
、
町
役
場
で
入
校
申
告

式
が
あ
り
、
鍋
田
町
長
や
太
田
憲

治
団
長
ら
が
激
励
し
ま
し
た
。

　

入
校
者
は
次
の
通
り
（
敬
称

略
）。
▽
山
河
猛
志
（
１
分
団
）

▽
池
上
幸
誠
（
２
分
団
）
▽
榊
原

廣
昭
（
３
分
団
）
▽
中
﨑
竜
博

（
４
分
団
）

小
型
動
力
ポ
ン
プ
を
配
備�

�

上
仲
間
消
防
団

　

最
新
の
消
防
小
型
動
力
ポ
ン
プ

が
10
月
16
日
、
上
仲
間
消
防
団

（
第
４
分
団
第
２
部
）
に
配
備
さ

れ
ま
し
た
。
町
役
場
駐
車
場
で
交

付
式
が
あ
り
、
鍋
田
町
長
が
「
こ

れ
を
機
に
改
め
て
町
の
安
全
安
心

に
貢
献
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
ホ
ー
ス
の
筒
先
を
田
詰
龍

也
部
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。
町
は

経
年
劣
化
や
故
障
し
た
消
防
機
材

を
逐
次
、
更
新
し
て
い
ま
す
。

献
血
功
労
団
体
表
彰�

�

イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本

　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
株
式
会
社
「
イ

オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
」（
上
島
）
が
、

日
本
赤
十
字
社
の
献
血
功
労
団
体

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
は
、
15
年

以
上
の
継
続
的
な
献
血
協
力
や
献

血
推
進
活
動
に
功
労
が
あ
っ
た
団

体
が
対
象
の
「
銀ぎ

ん
し
ょ
く色

有
功
章
」
を

受
章
。
10
月
11
日
、
同
モ
ー
ル
で

伝
達
式
が
あ
り
、
鍋
田
町
長
が
畑

賢
司
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

（
写
真
左
）
に
表
彰
盾
を
手
渡
し

ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
表
彰�

�

満
田 

和
浩
さ
ん

　

元
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
常
務
理
事

で
会
社
役
員
満
田
和
浩
さ
ん
（
上

島
）
＝
写
真
＝
が
、
熊
本
県
ス

ポ
ー
ツ
協
会
の
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

満
田
さ
ん
は
、
協
会
の
財
政
基

盤
の
安
定
化
に
努
め
、
国
際
試
合

の
誘
致
・
運
営
に
尽
力
。
今
も
シ

ニ
ア
チ
ー
ム
の
選
手
と
し
て
プ

レ
ー
し
て
い
ま
す
。
熊
本
市
で
９

月
13
日
に
表
彰
式
が
あ
り
、
満
田

さ
ん
ら
功
労
者
24
人
、
優
良
５
団

体
が
受
賞
し
ま
し
た
。

鍋田町長に県消防学校入校を申告する分団長

鍋田町長から筒先を受け取る田詰部長

浸水時のドアの開閉を体験 豪雨の怖さを体験

川
の
流
れ
を
体
験

県
消
防
学
校
で
訓
練�

�

分
団
長
４
人

　緑川の犬渕河原で10月４日、「みどりかわフェス
タ2025～あそぼうさい」が開かれ、家族連れらが
川に親しみながら防災について学びました。嘉島町
など流域市町村やNPO法人、住民団体、県、国土
交通省でつくる緑川流域会議主催の行事です。
　川の流れを河原に再現した流水圧や１時間雨量
100㍉の豪雨、浸水時のドアの開閉をそれぞれ体験
できるエリアを開設。水上ではジェットスキーやア
クアチューブ、ボートの試乗があり、子どもたちが
大雨の怖さや水遊びの楽しさを体感しました。
　災害・防災パネルの展示や重機の試乗・操作体験
もありました。

犬渕で緑川フェスタ

川に親しみ、防災学ぶ
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ご
注
意
く
だ
さ
い

下
水
道
使
用
料
の
算
定

　

一
般
家
庭
の
下
水
道
使
用
料
は
、
毎

月
１
日
の
住
民
基
本
台
帳
の
世
帯
人
員

に
よ
っ
て
算
定
し
て
い
ま
す
。

　

住
民
票
を
嘉
島
町
に
置
い
た
ま
ま
町

外
で
生
活
し
て
い
る
方
（
長
期
入
院
、

単
身
赴
任
、
自
宅
以
外
か
ら
通
学
す
る

学
生
な
ど
）
に
つ
い
て
は
使
用
料
の
減

免
措
置
が
あ
り
ま
す
が
、
所
定
の
様
式

に
よ
る
申
請
が
必
要
で
す
。
遡
っ
て
の

申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。
減
免
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
役
場
建
設
課
下
水
道
係
に

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
自
宅
に
戻
ら
れ
た
場
合
は
必

ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
連
絡
が
な
い
場

合
は
、
遡
っ
て
料
金
徴
収
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
　

役
場
建
設
課
下
水
道
係

☎
２
３
７－

２
６
１
９

飼
い
犬
に
狂
犬
病
予
防
注
射
を

　

法
令
で
生
後
91
日
以
上
の
犬
の
飼
い

主
に
は
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を
毎
年
４

月
１
日
か
ら
６
月
30
日
に
受
け
さ
せ
る

義
務
が
あ
り
ま
す
。
令
和
元
年
度
か
ら

集
合
注
射
は
春
だ
け
と
な
り
、
今
年
も

５
月
10
、
11
日
に
実
施
し
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
秋
に
注
射
を
受
け
さ
せ
て
い
た

方
や
、
都
合
が
つ
か
ず
春
の
集
合
注
射

を
受
け
さ
せ
て
い
な
い
方
は
、
か
か
り

つ
け
の
動
物
病
院
で
接
種
願
い
ま
す
。

　

ま
た
、
注
射
が
済
み
次
第
、
注
射
済

証
を
持
参
の
上
、
役
場
都
市
計
画
課
に

お
届
け
願
い
ま
す
。
交
付
手
続
き
に
５

０
０
円
必
要
で
す
。

　
　

役
場
都
市
計
画
課
環
境
係　

☎
２
３
７－

２
５
９
７

「
定
期
購
入
」
や
「
サ
ブ
ス
ク
リ

プ
シ
ョ
ン
契
約
」
の
ト
ラ
ブ
ル

　

最
近
、
定
期
的
に
お
金
が
か
か
る

「
定
期
購
入
」
や
「
サ
ブ
ス
ク
リ
プ

シ
ョ
ン
契
約
」
で
の
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え

て
い
ま
す
。
申
し
込
む
前
に
、
い
つ

ま
で
続
く
の
か
、
や
め
た
い
時
は
ど
う

す
る
の
か
を
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

「
初
回
無
料
」
で
も
、
そ
の
後
は
有
料

契
約
が
続
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
心
配

な
時
は
一
人
で
悩
ま
ず
、
早
め
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

◇�

お
断
り　

問
い
合
わ
せ
先
は

各
項
の
末
尾
で
す
。

↑

マイナンバーカード夜間窓口

　日中に来庁することが困難な方のため
に、マイナンバーカードの夜間窓口を開
設しております。
　受け取り・申請などの手続きを行うこ
とができますので、ぜひこの機会をご利
用ください。

　12月９日（火）　12月25日（木）
午後５時～午後８時

※事前予約が必要です！
予約先：役場町民保険課戸籍係

☎237-2574（直通）

　都合により中止または変更する場合
がありますので、事前にご確認ください。

11 月の納税等 12 月の納税等 夜 の 税 務 相 談
国民健康保険税
介護保険料
後期高齢者医療保険料…………⑤期
保育所利用料………… 11月分
町営住宅使用料……… 11 月分
下水道使用料………… 10 月分
簡易水道料金………… 10 月分

納期限日（口座振替日）
　　　令和７年12月１日（月）

固定資産税…………………④期
国民健康保険税
介護保険料
後期高齢者医療保険料…………⑥期
保育所利用料………… 12月分
町営住宅使用料……… 12月分
下水道使用料………… 11月分
簡易水道料金………… 11月分
納期限日（口座振替日）
　　　令和７年12月25日（木）

毎月第４水曜日
※祝日の場合は翌日
午後６時～８時

11月26日
12月24日

※ 取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　 　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※ 口座振替の結果は、通帳によりご確認ください。“納税であなたが築く豊かな郷土”

【予約・問い合わせ】☎237−2639（直通）
※�予約は開催日前日の17時までお電話にて受け

付けます。お電話以外での受付は致しかねます
のでご了承ください。

※�事前予約者がいない場合、税務相談は中止します。
予めご了承ください。

事前予約必須です！

}⑦期}⑥期
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お
困
り
の
際
は
、
嘉
島
町
消
費
生
活

相
談
窓
口
ま
た
は
県
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
３
８
３－

０
９
９
９

道
路
に
張
り
出
し
て
い
る 

木
の
伐
採
に
ご
協
力
を

　

道
路
や
歩
道
へ
の
枝
の
張
り
出
し
や

倒
木
で
、
歩
行
者
や
自
動
車
な
ど
に
損

害
が
発
生
し
た
場
合
、
樹
木
所
有
者
の

管
理
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
道
路
沿
い
で
樹
木
を
所
有
さ
れ
て

い
る
方
は
点
検
を
実
施
し
、
危
険
な
場

合
は
伐
採
す
る
な
ど
の
措
置
を
講
じ
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

県
道
路
保
全
課

☎
３
３
３－

２
４
９
５

ご
存
じ
で
す
か

？

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

　

児
童
虐
待
に
は
、
身
体
的
虐
待
・
性

的
虐
待
・
ネ
グ
レ
ク
ト
（
育
児
放
棄
）・

心
理
的
虐
待
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
保

護
者
が
し
つ
け
と
思
っ
て
も
、「
子
ど

も
の
身
体
を
傷
つ
け
る
行
為
や
発
言
」

や
「
子
ど
も
の
成
長
に
必
要
な
も
の
を

与
え
な
い
こ
と
」
は
虐
待
に
な
り
ま
す
。

　

虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
児
童
を

発
見
し
た
場
合
、
児
童
相
談
所
や
町
な

ど
へ
相
談
す
る
こ
と
は
国
民
の
義
務
で

す
。
相
談
は
匿
名
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

調
査
の
結
果
、
虐
待
で
な
か
っ
た
と
し

て
も
通
告
者
に
責
任
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ち
ょ
っ
と
し
た
気
付
き
と
ひ
と
声
が

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
り
、
保
護
者
を

救
う
き
っ
か
け
に
つ
な
が
り
ま
す
。

○
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
１いち
８はや
９く
（
24
時
間
つ
な
が
り
ま
す
）

「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
全

て
の
妊
産
婦
や
子
育
て
中
の
保
護
者
、

子
ど
も
へ
の
相
談
・
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
児
童
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
に
関
す
る
相

談
も
受
け
付
け
て
お
り
、
内
容
に
応
じ

て
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
や
支
援
機
関
へ
つ

な
ぎ
ま
す
。
小
さ
な
こ
と
で
も
構
い
ま

せ
ん
の
で
、
悩
み
を
抱
え
た
ま
ま
に
せ

ず
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　

嘉
島
町
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

　
　

役
場
福
祉
課
福
祉
係
・
こ
ど
も
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

　
　

役
場
町
民
保
険
課
保
健
係

☎
２
３
７－
２
５
７
４

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ま 

第
12
回
特
別
弔
慰
金
の
手
続
き
を

○
趣
旨

　

令
和
７
（
２
０
２
５
）
年
が
戦
後
80

周
年
に
あ
た
り
、
今
日
の
我
が
国
の
平

和
と
繁
栄
の
礎
と
な
っ
た
戦
没
者
な
ど

の
尊
い
犠
牲
に
思
い
を
い
た
し
、
国
と

し
て
改
め
て
弔
慰
の
意
を
表
す
る
た
め
、

戦
没
者
な
ど
の
ご
遺
族
に
特
別
弔
慰
金

（
記
名
国
債
）
を
支
給
す
る
も
の
で
す
。

○
請
求
期
間

　

令
和
７
年
４
月
１
日
～
令
和
10
（
２

０
２
８
）
年
３
月
31
日

○
支
給
対
象
者

　

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

で
、
令
和
７
年
４
月
１
日
（
基
準
日
）

に
お
い
て
、「
恩
給
法
に
よ
る
公
務
扶

助
料
」
や
「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等

援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」
な
ど
を
受

け
る
方
（
戦
没
者
な
ど
の
妻
や
父
母

ら
）
が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
番
に

よ
る
優
先
順
位
の
ご
遺
族
お
１
人
に
支

給
さ
れ
ま
す
。

１　

令
和
７
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷

病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔

慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

２　

戦
没
者
な
ど
の
子

３　

戦
没
者
な
ど
の
①
父
母
②
孫
③
祖

父
母
④
兄
弟
姉
妹

※
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
、
生
計
関

係
を
有
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
要
件
を

【
14
面
に
続
く
】

↑

休日当番医

11月23日（日・祝）	 藤岡医院（御船町）� ☎２８２－０４０５	
	 御船中央薬局（御船町）�☎２８２－２１０５

11月24日（月・休）	 たなか内科眼科（嘉島町）� ☎２３５－７２３５	
	 なまず調剤薬局（嘉島町）� ☎２３５－２１７７

11月30日（日）	 さかた耳鼻咽喉科（嘉島町）�☎２３７－４１３３	
	 かしま調剤薬局（嘉島町）� ☎２３５－４１９３

12月７日（日）	 牟田内科医院（御船町）�☎２８２－０２１６	
	 さつき薬局御船店（御船町）�☎２８２－０８９８

12月14日（日）	 大久保耳鼻咽喉科医院（御船町）�☎２８２－３９００	
	 御船薬局（御船町）� ☎２８２－７６３０

　　※�変更になる場合がありますので、受診前に必ず直接医療機関
にご確認ください。
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満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順

番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

４　

１
か
ら
３
以
外
の
戦
没
者
な
ど
の

３
親
等
内
の
親
族
（
お
い
、め
い
な
ど
）

※
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続

き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い

た
（
基
本
的
に
同
一
の
戸
籍
に
入
っ
て

い
た
方
）
に
限
り
ま
す
。

※
３
、
４
に
つ
い
て
は
、
戦
没
者
な
ど

の
死
亡
時
に
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
、

前
提
と
な
り
ま
す
。

○
支
給
内
容

　

額
面
27
万
５
千
円
、
５
年
償
還
の
記

名
国
債
（
償
還
期
間
＝
令
和
８
（
２
０

２
６
）
年
か
ら
令
和
12
（
２
０
３
０
）

年
　
　

役
場
福
祉
課
福
祉
係

☎
２
３
７－

２
５
７
６

　
　

県
社
会
福
祉
課
援
護
恩
給
班

☎
３
３
３－

２
１
８
７

道
路
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル 

（
＃
９
９
１
０
）
通
報
の
お
願
い

　

道
路
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
道
路
に
お

け
る
倒
木
や
穴
ぼ
こ
な
ど
、
道
路
異
状

を
発
見
し
た
場
合
の
通
報
窓
口
で
す
。

こ
の
ダ
イ
ヤ
ル
に
通
報
い
た
だ
く
こ
と

に
よ
り
、
速
や
か
に
応
急
処
置
な
ど
を

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
、
道
路
の
異
状

に
よ
る
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

チ
ッ
プ
や
迷
子
札
を
装
着
し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
い
対
策
は
、
県
動
物
愛
護
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

御
船
保
健
所

☎
２
８
２－

０
０
１
６

　
　

県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
９
６
４－

２
７－

８
１
１
５

募
っ
て
い
ま
す

　
上
益
城
地
域
に
お
け
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
回
収
施
設
等
設
置
事
業

に
係
る
環
境
影
響
評
価
準
備
書

の
縦
覧
、
一
般
意
見
の
募
集
及

び
説
明
会
の
開
催
（
予
定
）

　

熊
本
県
環
境
影
響
評
価
条
例
に
基
づ

き
、「
上
益
城
地
域
に
お
け
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
回
収
施
設
等
設
置
事
業
環
境
影
響

評
価
準
備
書
（
以
下
『
準
備
書
』
と
い

う
）」
の
縦
覧
、
一
般
意
見
の
募
集
及

び
準
備
書
の
説
明
会
が
次
の
と
お
り
実

施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

【
準
備
書
の
縦
覧
】　

（
１
）
場
所

　

ア�　

株
式
会
社
シ
ム
フ
ァ
イ
ブ
ス
事

務
所
（
熊
本
市
東
区
戸
島
町
２
８

７
４
）

　

イ�　

熊
本
県
庁
（
行
政
棟
本
館
１
階

情
報
プ
ラ
ザ
）

　

ウ�　

御
船
町
役
場
（
本
庁
舎
１
階
ロ

ビ
ー
）

　

エ　

益
城
町
役
場
（
住
民
課
）

　

道
路
異
状
を
発
見
さ
れ
た
場
合
は
、

速
や
か
に
「
＃
９
９
１
０
」
に
ご
連
絡

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　
　

県
道
路
保
全
課

☎
３
３
３－

２
４
９
５

11
月
30
日
（
い
い
み
ら
い
）
は

「
年
金
の
日
」

　

ご
自
身
の
年
金
記
録
や
年
金
見
込
額

を
確
認
し
、
将
来
の
生
活
設
計
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
は
、
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
い
つ
で

も
ご
自
身
の
年
金
記
録
を
確
認
で
き
る

ほ
か
、
ご
自
身
の
年
金
記
録
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
条
件
を
設
定
し
た
上
で
、
年
金

見
込
額
の
試
算
を
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
日
本
年

金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
下
さ
い
。

https://w
w
w
.nenkin.go.jp/n_net/

ペ
ッ
ト
を
災
害
か
ら
守
る
た
め
に

　

災
害
時
に
飼
い
主
と
ペ
ッ
ト
の
安
全

確
保
が
で
き
る
よ
う
、
日
頃
か
ら
の
備

え
が
重
要
で
す
。

　

避
難
セ
ッ
ト
の
準
備
や
必
要
な
し
つ

け
の
実
施
、
避
難
所
の
把
握
な
ど
、
ま

ず
は
で
き
る
こ
と
か
ら
備
え
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
迷
子
対
策
と
し
て
マ
イ
ク
ロ

（
２
）
期
間　

�

11
月
27
日
（
木
）
～
12

月
26
日
（
金
）

　
　

 

※
土
、
日
曜
・
祝
日
を
除
く

（
３
）
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
４
）
電
子
縦
覧　

�

石
坂
グ
ル
ー
プ 　

	

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w
w
.ishizaka.gr.jp

）

11
月
27
日
（
木
）
か
ら
電
子
縦
覧
が
可

能
で
す
。

【
一
般
意
見
の
募
集
】　

（
１
）�

提
出
期
限　

令
和
８
年
１
月
９

日
（
金
）
ま
で
（
郵
送
は
当
日

消
印
有
効
）

（
２
）
提
出
方
法

　

ア�　

縦
覧
場
所
（
県
庁
を
除
く
）
に

備
え
付
け
の
意
見
書
箱
へ
の
投
函

　

イ�　

株
式
会
社
シ
ム
フ
ァ
イ
ブ
ス
へ

の
郵
送

　

※
意
見
書
箱
へ
の
投
函
は
、
土
、
日

曜
、
祝
日
、
年
末
年
始
（
12
月
29
日
～

１
月
４
日
）
を
除
く
、
平
日
の
午
前
９

時
～
午
後
５
時

（
３
）
意
見
書
の
提
出
に
必
要
な
事
項

　

ア　

提
出
者
の
氏
名
、
住
所

　

※
法
人
そ
の
他
の
団
体
は
、
そ
の
名

称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

　

イ　

準
備
書
の
名
称

　
「
上
益
城
地
域
に
お
け
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
回
収
施
設
等
設
置
事
業　

環
境
影

響
評
価
準
備
書
」
と
記
載
す
る
こ
と
。

　

ウ�　
準
備
書
に
つ
い
て
の
環
境
保
全
の

【
13
面
か
ら
続
く
】

↑
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見
地
か
ら
の
意
見
及
び
そ
の
理
由

　

※
日
本
語
で
記
載
す
る
こ
と
。

【
準
備
書
の
説
明
会
】

　

次
の
と
お
り
、
３
回
の
説
明
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
説
明
内
容
は
３
回
と
も

同
じ
で
す
。

（
１
）
第
１
回
説
明
会

　

ア�　

日
時　

12
月
15
日
（
月
）
午
後

７
時
か
ら

　

イ�　

場
所　

御
船
町
立
七
滝
中
央
小

学
校
体
育
館
（
上
益
城
郡
御
船
町

大
字
上
野
１
５
０
０
）

（
２
）
第
２
回
説
明
会

　

ア�　

日
時　

12
月
16
日
（
火
）
午
後

７
時
か
ら

　

イ�　

場
所　

御
船
町
カ
ル
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー
（
上
益
城
郡
御
船
町
大
字

木
倉
１
１
６
８
）

（
３
）
第
３
回
説
明
会

　

ア�　

日
時　

12
月
25
日
（
木
）
午
後

７
時
か
ら

　

イ�　

場
所　

益
城
町
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
は
ぴ
ね
す
（
上
益
城
郡
益
城

町
大
字
惣
領
１
４
７
０
）

　

※
お
願
い

　

御
船
町
立
七
滝
中
央
小
学
校
体
育
館

で
の
説
明
会
は
、
会
場
の
収
容
人
数
や

駐
車
台
数
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

原
則
、
御
船
町
在
住
の
方
を
対
象
と
し

ま
す
。
御
船
町
以
外
か
ら
参
加
の
方
は
、

で
き
る
だ
け
他
会
場
の
説
明
会
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　
　

株
式
会
社
シ
ム
フ
ァ
イ
ブ
ス

☎
３
８
９－

１
５
１
０

２
０
２
５
年
度
「
サ
ポ
ス
テ
公

開
講
座
」（
オ
ン
ラ
イ
ン
）

　

良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

な
げ
る
た
め
、
親
し
み
や
す
く
丁
寧
な

感
情
表
現
の
仕
方
を
学
び
ま
す
。

○
日
時　

�

令
和
７
年
12
月
13
日
（
土
）

13
時
半
～
14
時
半

○
内
容　

第
２
回
「
感
情
表
現
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」。
講
師
は
、
臨

床
心
理
士
の
嶋
村
泰
代
さ
ん

○
対
象
者　

就
労
に
悩
ん
で
い
る
方
、

学
校
関
係
者
、
保
護
者
な
ど

（
定
員
50
人
）

○
参
加
費　

無
料

○
申
し
込
み　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。（
11
月
30
日
締
め
切

り
）

　
　

く
ま
も
と
若
者
サ
ポ
ー
ト

　
　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
２
６
５－

０
１
１
７

↑

【
16
面
に
続
く
】

水質検査日程

12月３日（水）
12月17日（水）

　詳細は嘉島町ホームページ
または「広報かしま」令和７
年５月号をご覧ください。
　なお、アパートや貸家、事
業系は対象外となります。

役場都市計画課環境係
☎237-2597（直通）

地下水保全施設の設置に補助します
　地下水保全のため、住宅に雨水浸透桝を設置して雨水の流出を防ぐ場合又は雨水貯
留タンクを設置して雨水の有効利用を図る場合に、予算の範囲内で補助金を交付します。

 雨水浸透桝設置補助 
　補助対象　�雨樋から接続できる位置に設置した内径又は内幅250mm以上の桝本体が

浸透性を有するもの。
　補助金額　15,000円×設置基数（上限４基）

 雨水貯留タンク設置補助 
　補助対象　�散水用として販売されており、一般的に購入可能な製品で、有効貯水量

50リットル以上のもの。１設置者につき１基。
　補助金額
　　貯留容量200リットル以上　設置に要する費用の全額（上限35,000円）
　　貯留容量200リットル未満　設置に要する費用の２分の１（上限24,000円）

　　　　　　　　　　【お問い合わせ】役場都市計画課環境係　☎２３７－２５９７
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障
が
い
の
あ
る
方
が 

対
象
の
職
業
訓
練
生

《
パ
ソ
コ
ン
資
格
取
得
科
３
》

○
受
講
対
象　

身
体
（
上
肢
、
下
肢
、

内
部
）
知
的
、
精
神
、
発
達
、
難
病

○
定
員　

８
人

○�

内
容　

基
本
的
操
作
か
ら
実
践
的
技

能
を
習
得
し
、
就
職
に
有
利
な
パ
ソ

コ
ン
資
格
取
得
を
目
指
す
訓
練
で
す
。

○
募
集
期
間　

12
月
26
日
（
金
）
ま
で

○
訓
練
期
間　

２
月
３
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

～
４
月
30
日
（
木
）

○
経
費　

�

テ
キ
ス
ト
代
８
２
５
０
円

（
税
込
み
）

○�

訓
練
場
所　

特
定
非
営
利
活
動
法

人
ア
イ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
く
ま
も
と

（
熊
本
市
中
央
区
水
前
寺
６
丁
目
51

－

３
）
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

県
立
高
等
技
術
専
門
校

☎
３
７
７－

８
３
０
０

小
中
高
校
生
の
た
め
の 

春
休
み
海
外
研
修

　

国
際
青
少
年
研
修
協
会
が
青
少
年
の

国
際
性
を
養
う
こ
と
を
目
的
に
実
施
し

ま
す
。
初
め
て
海
外
へ
行
く
人
も
安
心

し
て
参
加
で
き
る
よ
う
、
オ
ン
ラ
イ
ン

説
明
会
、
事
前
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、

事
前
研
修
を
行
い
、
し
っ
か
り
と
準
備

し
て
か
ら
出
発
し
ま
す
。

○�

研
修
国　

イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
サ
イ
パ
ン
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
、
ネ
パ
ー
ル
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

○�

内
容　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
英
語
研
修
、

文
化
交
流
、
学
校
体
験
、
地
域
見
学
、

野
外
活
動
な
ど

○�

日
程　

来
年
３
月
21
日
（
土
）
～
４

月
４
日
（
土
）
の
８
～
14
日
間

○
対
象　

小
学
３
年
生
～
高
校
３
年
生

○
定
員　

各
15
人

○
参
加
費　

29
万
円
～
70
万
円

※
研
修
国
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

○
締
め
切
り　

１
月
16
日
（
金
）

○
説
明
会　

オ
ン
ラ
イ
ン
形
式

※
詳
し
く
は
、
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

�
公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修

協
会
（
東
京
都
）

　
　

☎
０
３－

６
８
２
５－

３
１
３
０

「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友

好
親
善
事
業
」
の
参
加
者

　

日
本
遺
族
会
は
、
厚
生
労
働
省
の
補

助
を
受
け
、
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊

友
好
親
善
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

先
の
大
戦
で
父
ら
を
亡
く
し
た
戦
没

者
の
遺
児
が
、
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊

追
悼
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
同
地
域

の
住
民
と
友
好
親
善
を
図
り
、
恒
久
平

和
な
社
会
の
構
築
を
希
求
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

事
業
は
令
和
７
年
度
で
終
了
し
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
対
象
者
及
び
費
用

　

①
先
の
大
戦
で
父
ら
を
亡
く
し
た
戦

没
者
の
遺
児　

1
人
10
万
円

　

②
①
の
同
伴
者
（
要
相
談
）

※
同
伴
者
は
戦
没
者
の
孫
、
ひ
孫
、
お

い
、
め
い
の
３
親
等
以
内
の
親
族
は
１

人
当
た
り
、
旅
費
の
３
分
の
１
を
補
助
。

○
対
象
地
域
及
び
日
程

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
（
特
定
地
域
）

　

前
半　

令
和
８
年
３
月
７
～
13
日

　

後
半　

令
和
８
年
３
月
９
～
15
日

○
申
し
込
み
締
め
切
り

　

令
和
７
年
12
月
５
日

　
　

日
本
遺
族
会
事
務
局

　
　

☎
０
３－

３
２
６
１－

５
５
２
１

放
送
大
学
４
月
入
学
生

　

放
送
大
学
は
４
月
入
学
生
を
募
集
中

で
す
。
幅
広
い
世
代
の
約
８
万
２
千
人

の
学
生
が
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
学
ん
で

い
ま
す
。
心
理
学
、
福
祉
、
経
済
、
歴

史
、
文
学
、
情
報
、
自
然
科
学
な
ど
３

０
０
以
上
の
授
業
科
目
が
あ
り
テ
レ
ビ

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
１
科
目
か
ら
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

出
願
期
間
は
、
来
年
３
月
16
日
ま
で
。

資
料
を
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

　
　

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
３
４
１－

０
８
６
０

行
っ
て
み
ま
せ
ん
か

【
15
面
か
ら
続
く
】

↑

嘉
島
町
内
の
求
人
情
報

雇
用
就
業
マ
ッ
チ
ン
グ

　

～
自
分
の
町
で
働
き
ま
せ
ん
か
～

○
新
た
な
求
人
情
報

【
か
ら
し
ま
小
児
科
】

　

上
島
９
６
１

　

☎
２
３
５

－

６
３
３
３

　

※
駐
車
場
清
掃
員
（
短
期
）
を
募
集

　

詳
し
く
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
嘉

島
町
の
求
人
情
報
」
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
事
業
所
へ
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※�

右
記
以
外
の
現
在
募
集
中
の
求
人
情

報
も
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

※�

求
人
情
報
の
掲
載
を
ご
希
望
の
事
業

所
は
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
　

役
場
企
画
情
報
課

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
６
４
１　

広報かしま2025.11
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第
85
回
科
学
展

　

県
内
の
児
童
・
生
徒
や
教
職
員
が
自

由
研
究
な
ど
で
取
り
組
ん
だ
科
学
研
究

物
の
中
か
ら
、
優
れ
た
作
品
を
展
示
し

ま
す
。
科
学
実
験
の
体
験
イ
ベ
ン
ト
も

実
施
予
定
で
す
。
県
立
高
校
学
び
の
祭

典
（
12
月
20
日
）
や
発
明
工
夫
も
同
時

開
催
し
ま
す
。

○
期
日　

�

12
月
20
日
（
土
）、
21
日

（
日
）
10
～
16
時

○
会
場　

グ
ラ
ン
メ
ッ
セ
熊
本

　
　
　
　
（
益
城
町
福
富
１
０
１
０
）

○
入
場
料　

無
料

　

詳
し
く
は
「
熊
本
県
科
学
展
」
で
検

索
く
だ
さ
い
。

　
　

県
立
教
育
セ
ン
タ
ー
理
科
研
修
室

　
　

☎
０
９
６
８－

４
４－

６
６
１
３

く
ま
も
と 

　
ハ
ー
ト
ウ
ィ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

　

障
が
い
へ
の
理
解
促
進
や
障
が
い
者

の
社
会
参
加
促
進
の
た
め
に
、「
く
ま

も
と
障
が
い
者
芸
術
展
」
や
下
通
ア
ー

ケ
ー
ド
で
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
、
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ
リ
ス
ト
の
田
中
愛
美

選
手
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
メ
イ

ン
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
人
に
は
「
く

ま
モ
ン
バ
ッ
ジ
」
を
贈
呈
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
「
く
ま
も
と
ハ
ー
ト

ウ
ィ
ー
ク
」 

で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

く
ま
も
と
ハ
ー
ト
ウ
ィ
ー
ク

　
　

実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
（
県
障
が
い
者
支
援
課
）

☎
３
３
３－

２
２
３
５

参
加
し
ま
せ
ん
か

第
14
回
く
ま
も
と
子
ど
も
・
若
者 

〝
よ
り
そ
い
〟
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
に
は
、
遺

伝
の
力
、
環
境
の
力
、
大
人
の
力
と
し

て
の
代
弁
力
が
必
要
で
す
。
今
回
は
、

小
児
科
医
と
し
て
の
臨
床
経
験
を
基
に
、

子
ど
も
の
発
達
や
心
身
の
特
性
、
現
代

社
会
が
抱
え
る
課
題
を
見
つ
め
な
が
ら
、

大
人
に
何
が
で
き
る
の
か
を
テ
ー
マ
に
、

皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
ま
す
。

○
講
演
内
容

第
一
部　

13
時
10
分
～
15
時

講
演　

子
ど
も
を
育
む
遺
伝
の
力
・
環

境
の
力
・
お
と
な
の
力

講
師　

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
名
誉
教

授　

高
橋
孝
雄
氏

第
二
部　

15
時
10
分
～
16
時

各
機
関
と
の
交
流
会　

※
会
場
参
加
の

み
可

○
日
時　

11
月
29
日
（
土
）
13
～
16
時

○
会
場　

�

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ

ア
10
階
パ
レ
ア
ホ
ー
ル

　
（
熊
本
市
中
央
区
手
取
本
町
８－

９
）

○
料
金　

無
料

○
申
込
先　

子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
～
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｎ　

こ
こ
ん
～

・
☎
３
８
７－

７
０
０
０
（
月
～
金
曜

日　

８
時
30
分
～
21
時
）

・
Ｆ
Ａ
Ｘ　

３
８
７－

８
０
０
０

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
会
場
参
加
定
員　

２
０
０
人

○�

オ
ン
ラ
イ
ン
（
Ｗ
ｅ
ｂ
ｅ
ｘ
）
定
員

な
し

※�

会
場
参
加
か
Ｗ
ｅ
ｂ
ｅ
ｘ
参
加
の
い

ず
れ
か
で
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

※�

席
が
埋
ま
り
次
第
、
募
集
を
締
め
切

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

子
ど
も
・
若
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

ロ
ー
ド
・
ク
リ
ー
ン 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
定
団
体

　

県
が
管
理
す
る
道
路
で
の
清
掃
や
除

草
、
植
栽
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

へ
の
支
援
を
目
的
と
し
て
「
ロ
ー
ド
・

ク
リ
ー
ン
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

個
人
や
団
体
を
問
わ
ず
申
し
込
み
可

能
で
、
ご
み
袋
や
軍
手
な
ど
の
支
給
、

清
掃
用
具
の
貸
し
出
し
、
保
険
の
加
入

補
助
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　

県
道
路
保
全
課

☎
３
３
３－

２
４
９
５

↑

【
18
面
に
続
く
】

リサイクルへのご協力をお願いします！
　嘉島町では、２か月に１回、偶数月に各地区の公民館などでリサイクル回収を行っています。
　ごみの減量化や限りある資源の有効活用のため、リサイクル可能なアルミ缶や再利用ビン・
紙類などは、ごみステーションに排出するのではなく、リサイクルへのご協力をお願いします。
　なお、紙類はひもで十字にしばり、アルミ製品は透明の袋に入れて出してください。（※ス
チール缶はリサイクルでは回収しませんので、ご注意ください。）
　詳しくは、リサイクルチラシをご覧ください。

【お問い合わせ】役場都市計画課環境係　☎２３７－２５９７
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ラ
ジ
オ
体
操
＆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

＆
モ
ル
ッ
ク

　

嘉
島
湧
く
湧
く
元
気
ク
ラ
ブ
は
月

１
回
、
ラ
ジ
オ
体
操
と
30
分
程
度
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
モ
ル
ッ
ク
体
験
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
後

は
、
併
設
の
カ
フ
ェ
も
利
用
で
き
ま
す
。

参
加
費
は
１
０
０
円
で
す
。

○
日
時　

12
月
７
日
（
日
）
午
前
９
時

○
会
場　

▽
ラ
ジ
オ
体
操　

フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
芝
生
広
場
（
嘉
島
町

総
合
運
動
公
園
東
エ
リ
ア
）
▽
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ　

く
ま
ト
ヨ
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク

（
嘉
島
町
総
合
運
動
公
園
西
エ
リ
ア
）

周
辺

　
　

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ

　
　

事
務
局
（
町
教
委
内
）

☎
２
３
７－

０
０
５
８

話
し
て
み
ま
せ
ん
か

あ
な
た
を
守
る
！
消
費
生
活
相
談

　

上
益
城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室

は
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
、
県
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ど
の
契
約
問

題
、
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
購
入
問
題
、
悪

質
商
法
な
ど
、
消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の

解
決
に
向
け
て
、
消
費
生
活
相
談
員
が

無
料
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
こ
と
で
も
相
談
し
て
い
い

の
か
し
ら
」
と
い
う
よ
う
な
内
容
で
も

構
い
ま
せ
ん
。
す
べ
て
の
町
で
相
談
で

き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

月　

益
城
町　

☎
２
８
６－

３
２
１
０

火　

御
船
町　

☎
２
８
２－

１
２
２
６

水　

嘉
島
町　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

木　

甲
佐
町　

☎
２
３
４－

３
２
２
３

金　

山
都
町

　
　

☎
０
９
６
７－

７
２－

３
１
３
３

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

☎
２
３
７－

１
１
１
２

心
配
ご
と
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　

11
月
26
日
（
水
）
弁
護
士

　

12
月
17
日
（
水
）
弁
護
士

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
定
員
（
原

則
４
人
）
に
な
り
次
第
、
締
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

○
会
場　

町
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室

○
時
間　

13
時
半
～
15
時
半

　
　
　
　
　
　
　
（
１
人
30
分
以
内
）

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－

２
９
８
１

12
月
５
日
に
無
料
人
権
相
談
所

　

人
権
擁
護
委
員
は
あ
な
た
の
相
談
相

手
で
す
。
常
設
相
談
所
ま
た
は
特
設
相

談
所
に
お
い
て
、
面
談
か
電
話
に
よ
る

人
権
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
一
人
一
人
の
人
権
意
識

を
高
め
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
啓

発
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

被
害
者
か
ら
「
人
権
を
侵
害
さ
れ

た
」
と
い
う
申
告
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

法
務
局
の
職
員
と
協
力
し
て
、
人
権
侵

犯
事
件
の
調
査
・
処
理
に
携
わ
り
、
当

事
者
の
利
害
・
主
張
の
調
整
を
行
う
な

ど
、
事
案
の
円
満
な
解
決
を
図
り
ま
す
。

○
嘉
島
町
の
人
権
擁
護
委
員

・
飯
田
鋭
之
氏
（
上
島
）

・
牛
嶋
た
け
子
氏
（
北
甘
木
）

・
藤
瀨
幸
廣
氏
（
下
六
嘉
）

・
松
山
昌
紹
氏
（
上
島
）

○
無
料
人
権
相
談
所　

・
日
時　

12
月
５
日
（
金
）

　
　
　
　

10
～
15
時

・
会
場　

町
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

○
常
設
の
相
談
窓
口

・
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　

☎
０
５
７
０－

０
０
３－

１
１
０

・
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

　

☎
０
１
２
０－

０
０
７－

１
１
０

　
　

嘉
島
町
文
化
セ
ン
タ
ー

☎
２
３
７－

０
４
６
４↑

【
17
面
か
ら
続
く
】
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職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
に 

「
あ
っ
せ
ん
」
を

　

県
労
働
委
員
会
は
、
労
働
者
と
事
業

主
と
の
間
の
労
働
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、

話
し
合
い
に
よ
る
解
決
を
無
料
で
支
援

す
る
「
あ
っ
せ
ん
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

公
益
委
員
、
労
働
者
委
員
、
使
用
者
委

員
の
３
人
の
あ
っ
せ
ん
員
が
解
決
の
お

手
伝
い
を
し
ま
す
。
正
社
員
か
否
か
は

問
い
ま
せ
ん
。
労
働
者
、
事
業
主
の
ど

ち
ら
か
ら
で
も
申
請
で
き
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　
　

県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
３
３
３－

２
７
５
３

「
熊
本
県
障
が
い
者
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設

　

県
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
利
用
機
会
の
拡
大
の
た
め
に
、

「
熊
本
県
障
が
い
者
Ｉ
Ｃ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

障
が
い
の
あ
る
方
で
日
常
生
活
で
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
利
用
に
つ
い
て
お
困
り
ご

と
が
あ
る
方
、
障
が
い
の
あ
る
方
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
利
用
を
支
援
し
た
い
方
は
、

ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
来
所
で
の
相

談
を
ご
希
望
の
方
は
、
事
前
に
電
話
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　

県
視
覚
障
が
い
者
福
祉
協
会

☎
３
８
３－

６
８
３
３

　

嘉
島
町
は
11
月
１
日
付
で
町
職
員
の

人
事
異
動
を
発
令
し
ま
し
た
。（
カ
ッ

コ
内
は
前
任
で
す
）

異
動

会
計
室
主
事
（
建
設
課
主
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
伯　

柊
斗

　

こ
の
た
び
、
次
の
方
々
よ
り
嘉
島
町

社
会
福
祉
協
議
会
に
「
地
域
福
祉
の
た

め
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
香
典
返

し
に
代
え
て
、
多
額
の
ご
寄
付
を
頂
き

ま
し
た
。

　

ご
芳
志
に
沿
っ
て
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

吉
武　

奈
美　

様
（
上
島
）

　
　
　

亡　

敬
三　

様

　

外
島　

信
次
郎　

様
（
下
仲
間
）

　
　
　

亡　

絹
子　

様

　

佐
藤　

惠
子　

様
（
井
寺
）

　
　
　

亡　

道
弥　

様

　
　
　
　
　
　
　

10
月
17
日
現
在

↑

　

還
付
金
詐
欺
は
、
役
所
の
職
員
ら
を

か
た
り
、
電
話
で
税
金
や
保
険
料
な
ど

が
還
付
さ
れ
る
と
し
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
誘
導

し
、
操
作
さ
せ
て
お
金
を
だ
ま
し
取
る

手
口
で
す
。
近
年
、
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン

グ
を
使
っ
て
振
り
込
ま
せ
る
手
口
も
み

ら
れ
ま
す
。

【
事
例
】

「
医
療
費
が
戻
っ
て
く
る
は
ず
が
…
」

　

役
所
の
保
険
年
金
課
を
名
乗
る
人
か

ら
医
療
費
還
付
金
の
連
絡
が
あ
り
、
銀

行
口
座
の
情
報
を
伝
え
た
。

　

そ
の
後
、
銀
行
の
担
当
者
を
名
乗
る

人
物
か
ら
電
話
が
あ
り
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操

作
を
指
示
さ
れ
、
約
10
万
円
を
振
り
込

ん
で
し
ま
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
か

ら
と
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
を
操
作
す
る

よ
う
言
わ
れ
、
指
示
通
り
に
操
作
し
た

ら
、
複
数
回
に
分
け
て
相
手
の
口
座
に

合
計
約
７
０
０
万
円
を
振
り
込
ん
で
し

ま
っ
た
。

 

《
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
わ
な
い
た
め
に
》

　

�

〇
役
所
な
ど
か
ら
「
お
金
が
返
っ
て

く
る
」
と
い
う
電
話
が
あ
っ
た
ら
詐

欺
を
疑
い
、
す
ぐ
に
電
話
を
切
り
ま

し
ょ
う
。

　

�

〇
心
当
た
り
が
あ
っ
て
も
自
分
で
担

当
部
署
を
調
べ
て
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

　

�

〇
防
犯
機
能
付
き
電
話
機
や
留
守
番

電
話
機
、
発
信
者
番
号
通
知
サ
ー
ビ

ス
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

困
っ
た
と
き
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
家

族
や
上
益
城
５
町
消
費
生
活
相
談
室
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

見
守
り
新
鮮

情
報
11
月
号

《
還
付
金
詐
欺
～

　
　
　
　

Ａ
Ｔ
Ｍ
だ
け
じ
ゃ
な
い
！
》

意

輪

嘉
島
町
役
場 

職
員
人
事

広報かしま 2025.11

19



【お問合せ先】
　嘉島町ファミリーサポートセンター　☎237－5559

～嘉島町ファミリーサポートセンターを利用しませんか～

　嘉島町ファミリーサポートセンターは、「子どもを預けたい方」と「子どもを預かりたい方」
との相互援助活動を行う組織です。

【主な活動内容】
　□保育施設の開始前または終了後、子どもの預かり。
　□保育施設や学校などへの送迎。
　□買い物や受診、参観などの際の子どもの預かり。

【会員の種類】
　●利用会員…�嘉島町に在住か勤務している方で、生後３か月から小学６年生までの子どもが

いる方。
　●協力会員…�嘉島町在住の方で子どもが好きな方、育児経験のある方、ボランティア活動を

してみたい方。
　●両方会員…利用会員と協力会員を兼ねる方。登録は協力会員と同じです。
　※協力・両方会員になるには、講習（年２回程度）の受講が必須となります。

【利用料】
　活動報酬は、利用会員から協力会員に直接支払われます。
　◇月～金曜日の午前７時～午後７時	 １人１時間当たり５００円
　◇土、日曜日、祝日、早朝・夜間（上記時間以外）	 １人１時間当たり６００円
　※ただし、２人目以降の利用料はそれぞれ半額となります。

【その他】
　※ファミリーサポートセンターの利用には、事前に会員登録が必要です。
　※援助活動の範囲は嘉島町内に限ります。
　※万一の事故に備え、センターが一括して補償保険に加入いたします。

嘉島町ファミリーサポートセンター�
アドバイザー

利用会員 協力会員

嘉島町ファミリーサポートセンター 
仕組みはこうなっています

①援助の依頼
④連絡

②協力の依頼

③回答

事前打合わせ

援助

料金の支払い
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〔発行者〕御船地区防犯協会連合会・御船警察署（☎ 282-1110）

地域安全ニュース ～みんなでつくろう
  　　　　安全・安心の街～

　
「
ひ
の
く
に

  　
　

 

ピ
カ
ピ
カ
運
動
」

　
　
　
　
　
　
　
　

実
施
中
！

 

10
月
15
日
か
ら
来
年
１
月
31
日
ま
で

熊
本
県
内
に
お
い
て
実
施
中
。

　

運
動
の
重
点
は
「
反
射
材
の
活
用
」

「
前
照
灯
の
早
め
点
灯
と
上
向
き
点
灯

の
励
行
」
で
す
。

　

車
の
運
転
手
は
午
後
５
時
を
目
安
に

前
照
灯
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
歩
行
者
・

自
転
車
は
暗
く
な
っ
た
ら
反
射
材
を
活

用
し
ま
し
ょ
う
。

○交通事故・刑法犯の発生状況（件数）� 令和 7 年９月末現在

交通事故 刑 法 犯

け
が
（有）

け
が

（無）

空
き
巣

自
販
機

狙
い

万
引
き

車
上
狙
い

乗り物盗
オート
バイ盗

自転
車盗

嘉
島
町

R7.9 ５ ６０ 0 0 ２ １ ０ ２

R7累計 ２１ ５５６ 0 0 １８ １３ ４ １２

前年比 -９ －３０ ± 0 ± 0 －５ ＋1３ ＋４ ＋２

御
船
署
管
内

（
御
船
・
益
城
・

嘉
島
・
甲
佐
）

R7.9 １３ １９０ ０ 0 ５ １ ０ ３

R7累計 ８５ １７２４ ３ 0 ３９ １５ ６ １７

前年比 ＋１ +４９ ± ０ ± 0 ＋３ +1１ ＋２ -７

画面の先の「ワルモン
4 4 4 4

」

�  に気を付けて！

　ＳＮＳで話している相手は、どんな人かわかりません。
　投資話や恋愛感情を利用してお金をだまし取る詐欺に気を付けましょう！
　「ワルモン」は、熊本県警察「電話で『お金』詐欺」対策マスコットです。
　「ワルモン」は相撲観戦が趣味の自称詐欺師で、聞いてもいないのに、最新の手
口を自慢げに話します。
　「ワルモン」が話す最新の詐欺の手口を知って、家族で詐欺対策を行い、「電話
で『お金』詐欺」の被害をなくしましょう！

「SNSで『お金』詐欺」ホットライン▶▶096-381-2567 

詐欺の被害に遭わないための

　５つのポイント！

point １.	 SNS で知り合った相手を安易に信用しない
point ２.	 SNS 上の「絶対にもうかる」という話は、
	 詐欺だと知る
point ３. 	 著名人などをかたる相手から、投資の SNS
	 グループに招待されたら詐欺だと知る
point ４.	 SNS で個人情報を教えない
point ５. 	 一人で判断せず、家族や警察に相談する
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さまざまな
課題

　人権に関するご相談がある方は、嘉島町文化センター（上六嘉917）で随時受け付けています。
ご相談内容によって、担当課や専門機関をご紹介します。
　平日８時半～17時15分　同センター　☎237－0464

町文化センターから

ハンセン病回復者及びその家族の人権

※熊本県人権同和政策課啓発資料より

　ハンセン病問題については、国の隔離政策などによってつくり出された偏見や差別をなくすこと、ハンセン病
回復者等への十分な医療や福祉を確保すること、さらには、地域社会から孤立することなく、安心して豊かな生
活を営むことができるようになることなど、多くの課題が残っています。
　これらの課題の解決のためには、ハンセン病問題をひとごととしてでなく、自分自身のこととして受け止めな
がら、二度と同じ過ちを繰り返さないよう、ハンセン病について正しい知識を学び、偏見や差別を許さない心情
や態度を身につけることが大切です。

同じ過ちを繰り返さないために…

ぼくだって知ってるよ！

（漫画：桜田幸子さん）

Q.�ハンセン病回復者及びその家族に関し、現在、どのような人権問題が起きていると思いますか。(複数回答 )

　
　現在起きていると思われる人権

問題について、「ハンセン病療養

所の外で自立した生活を営むのが

困難なこと」と答えた人の割合が

34.6% と最も高く、次いで「結婚

問題で周囲の反対を受けること」

（28.7%）、「じろじろ見られたり避

けられたりすること」（27.7%）の

順となっています。

人権に関する県民意識調査 (令和 6年度 ) の結果より

ハンセン病療養所の外で自立した生活を営むのが困難なこと

結婚問題で周囲の反対を受けること

じろじろ見られたり、避けられたりすること

差別的な言動をされるること

就職・職場で不利な扱いを受けること

職場・学校等でいやがらせやいじめを受けること

宿泊施設、店舗等への入店や施設利用を拒否されること

治療や入院を断られること

アパート等への入居を拒否されること

その他

起きているとは思わない

わからない

無回答

人権問題の正しい理解のために 〔その401〕

ハンセン病とは
　感染力が極めて弱い細菌に
よる感染症です。現在、日本
での感染・発症は実質的にゼ
ロといえます。すぐれた治療
薬により、障がいを残すこと
なく外来治療で完治します。
後遺症として外見的な変形が
残る場合があるため、いつま
でも病気のままだと思われが
ちですが、完治後に感染する
ことはありません。
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　皆さん、こんにちは！お元気ですか？
　イギリスでは、11月といえば花火です！11月５日
には、イギリスの祝祭日である「ボンファイヤー・
ナイト」（日本語で「たき火の夜」を意味します）
があります。これはイギリスにしかないお祝いです。
　ボンファイヤー・ナイトは少し変わったお祝い
です。国民の祝日ではありませんが、仕事の後や
週末に、イギリス人は庭で花火を上げます。たき
火がたかれることもあります。時には自治体が、
より大規模な花火大会を主催することもあります。
お正月やロンドンオリンピックなど、他の祝祭や
イベントでも花火大会はありますが、花火そのも
のに特化しているのはボンファイヤー・ナイトだ
けです。
　このお祝いは、かつて反逆者の一団がイギリス
の国会議事堂を爆破しようとして失敗した出来事
を記念しています。反逆者の中で最も有名なのは
ガイ・フォークスで、彼は英国国会議事堂の建物
地下で爆薬のたるの近くにいるところを捕まりま
した。今日では、このお祝いの一環として、「ガ
イ」と呼ばれる大きなわら人形が焚き火で燃やさ
れることもあります。
　それでは、また次回！✋

ボンファイヤー・ナイト

Hello everyone! How are you?
In the UK, November means fireworks! On No-
vember 5th, there is a British celebration called 
“Bonfire Night”, which means “焚火の夜” 
in Japanese. It only exists in the UK.
Bonfire Night is a bit of a strange celebration. 
It’s not a public holiday, but after work or on a 
weekend, British people set off fireworks in their 
gardens. Bonfires can also be lit. Sometimes a 
local authority might organize a larger firework 
display. We have firework displays for other cele-
brations and events, such as New Year or the 
London Olympics. However, only Bonfire Night 
is dedicated to fireworks. 
We celebrate to remember the time a group of 
rebels tried and failed to blow up the British 
Houses of Parliament. The most famous of the 
rebels is Guy Fawkes, who was caught near bar-
rels of explosives under the Parliament build-
ings. Today, large straw dolls, called “Guys”, 
are sometimes burnt on a bonfire as part of the 
celebrations.
Until next time! ✋

Bonfire Night

た
き
火
の
夜

答え　Q1・(d)　Q2・(b) 　Q3・(c)

Q１　Which of these can you do on Bonfire Night?
	 （�「ボンファイアー・ナイト」にできることは次のうちどれですか？）
	 (a) light a bonfire（たき火をつける）　(b) burn large straw dolls（大きなわら人形を燃やす）　
	 (c) set off fireworks（花火を打ち上げる）　(d) all of these（これらすべて）
Q２　On which of these dates do British people not typically set off fireworks?
	 （�イギリス人が花火を打ち上げない日は次のうちどれですか？）
	 (a) January 1st（１月１日）　(b) July 27th（７月27日）　(c) November 5th（11月５日）
Q３　�Guy Fawkes and his associates were caught in 1605. Which period of 
	 Japanese history is this?
	 （�ガイ・フォークスとその仲間は 1605年に捕まりました。これは日本史のどの時代ですか？）
	 (a) Muromachi（室町時代）　(b) Azuchi-Momoyama（安土桃山時代）　
	 (c) Edo（江戸時代）　(d) Meiji（明治時代）

！㌽！　part of ～：～の一部、～の一環
ダニエル先生の　English  Quiz
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嘉島町民会館ホール「アクア」催物案内
月 日 曜 イベント名 開演時間 入場料 主催者（問い合わせ先）

11 16 日 熊本県平成演歌大将連合会
秋の大会

受付９：00
開演９：30 無料 熊本県平成演歌大将連合会

☎096-282-7385

11 22 土 長嶺あい保育園発表会 ９：00 無料 長嶺あい保育園
☎096-285-4719

12 6 土 第21回嘉島町人権を考える
町民の集い 10：00 無料 町人権教育推進協議会

12 14 日 27周年　定期演奏会 開場13：00
開演13：30 無料 かしま太鼓保存会

☎090-7479-0884

12 21 日 ピアノ発表会 開場11：00
開演11：15 無料 上田音楽教室

☎090-5294-3395

注 ： 正式な開演時間等については、主催者にご確認ください。

各種大会等予定 2025年10月21日現在
月 日 曜 大　会　名 場　所 開始時間 主　催　者
11 15 土 熊本リベルタサッカー大会U10 多目的競技場 8時30分 リベルタサッカースクール
11 15 土 RKK旗学童軟式野球大会 野球場 8時30分 熊本県軟式野球連盟
11 16 日 RKK旗学童軟式野球大会 野球場 8時30分 熊本県軟式野球連盟
11 16 日 九州男児U-16参入リーグ挑男リーグ 多目的競技場 9時00分 球蹴男児U-16参入リーグ挑男U-16リーグ2025実行委員会
11 16 日 熊本県社会人サッカーリーグ２部 多目的競技場 13時00分（一社）熊本県サッカー協会
11 22 土 熊本県職員軟式野球大会 野球場 8時30分 熊本県庁球友会
11 23 日 ZETT　GRAND　PRIX　2025　九州大会 野球場 9時00分 プライドジャパン
11 23 日 熊本県社会人サッカーリーグ２部 多目的競技場 9時00分（一社）熊本県サッカー協会
11 24 月 熊本リベルタサッカー大会U8 多目的競技場 8時30分 リベルタサッカースクール
11 24 月 ZETT　GRAND　PRIX　2025　九州大会 野球場 9時00分 プライドジャパン
11 29 土 熊本リベルタサッカー大会U12 多目的競技場 8時30分 リベルタサッカースクール
11 29 土 熊本県職員軟式野球大会 野球場 8時30分 熊本県庁球友会
11 30 日 熊本県社会人サッカーリーグ２部 多目的競技場 9時00分（一社）熊本県サッカー協会
12 6 土 高円宮杯 JFA U-18プリンスリーグ2025 九州 多目的競技場 9時00分（一社）九州サッカー協会
12 6 土 高円宮杯 JFA U-18サッカーリーグ2025 熊本１部 多目的競技場 14時00分（一社）熊本県サッカー協会
12 7 日 九州男児U-16参入リーグ挑男リーグ 多目的競技場 9時00分 球蹴男児U-16参入リーグ挑男U-16リーグ2025実行委員会
12 7 日 高円宮杯JFA　U-18　サッカープリンスリーグ九州 多目的競技場 13時00分（一社）九州サッカー協会
12 7 日 熊本県社会人サッカーリーグ２部 多目的競技場 17時00分（一社）熊本県サッカー協会
12 14 日 第48回読売・トウヤ杯親善軟式野球大会 野球場 8時30分 読売トウヤ杯親善軟式野球実行委員会
12 14 日 九州男児U-16参入リーグ挑男リーグ 多目的競技場 9時00分 球蹴男児U-16参入リーグ挑男U-16リーグ2025実行委員会
12 14 日 社会人サッカーリーグ２部 多目的競技場 13時00分（一社）熊本県サッカー協会
12 20 土 KFA第20回熊本県クラブユースU-13サッカー選手権 多目的競技場 9時00分（一社）熊本県サッカー協会
12 21 日 KFA第20回熊本県クラブユースU-13サッカー選手権 多目的競技場 9時00分（一社）熊本県サッカー協会
12 21 日 社会人サッカーリーグ２部 多目的競技場 17時00分（一社）熊本県サッカー協会
1 31 土 第18回上益城郡自治体職員親善サッカー大会 多目的競技場 8時30分 嘉島町役場サッカー部
2 7 土 熊本リベルタサッカー大会U10 多目的競技場 8時30分 リベルタサッカースクール
2 11 水 熊本リベルタサッカー大会U12 多目的競技場 8時30分 リベルタサッカースクール
2 15 日 熊本県社会人サッカーリーグ２部 多目的競技場 9時00分（一社）熊本県サッカー協会
2 22 日 KFA第60回熊本県サッカーリーグ入替戦 多目的競技場 8時30分（一社）熊本県サッカー協会
2 23 月 熊本リベルタサッカー大会U8 多目的競技場 8時30分 リベルタサッカースクール
3 14 土 KFA第31回女子（U-15）サッカー INくまもとsupporeted by DAIHATSU 多目的競技場 13時00分（一社）熊本県サッカー協会
3 15 日 KFA第31回女子（U-15）サッカー INくまもとsupporeted by DAIHATSU 多目的競技場 8時30分（一社）熊本県サッカー協会
3 28 土 熊本四校交流サッカー大会 多目的競技場 9時00分 済々黌サッカー部OB会
3 29 日 第57回熊商・濟々黌定期戦 多目的競技場 10時00分 熊本商業高校サッカー部OB会
4 12 日 熊本県シニアO-40サッカーリーグ１部 多目的競技場 9時00分 熊本県サッカー協会　シニア委員会
4 26 日 熊本県シニアO-40サッカーリーグ１部 多目的競技場 9時00分 熊本県サッカー協会　シニア委員会
5 10 日 KFA第35回熊本県シニアO-40 サッカーリーグ 多目的競技場 9時00分（一社）熊本県サッカー協会
5 24 日 KFA第35回熊本県シニアO-40 サッカーリーグ 多目的競技場 9時00分（一社）熊本県サッカー協会
5 31 日 KFA第35回熊本県シニアO-40 サッカーリーグ 多目的競技場 9時00分（一社）熊本県サッカー協会

くまトヨスポーツパーク（嘉島町総合運動公園西エリア）

○この予定表は、主催者の都合により変更される場合があります。　詳細は主催者へお問い合わせください。
○�予約状況は、嘉島町ホームページ（公共施設→公共施設紹介→くまトヨスポーツパーク（嘉島町総合運動公園西エリ
ア）でご覧になれます。
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嘉島町図書室

◇�おすすめ本に寄せられた声を紹介します。本の題
名、推薦理由、推薦者の名前・ペンネーム（敬称
略）の順です。

「子ども読書の日」企画

わたしの推
お

し本
ほ ん

　私
わたし

のオススメ本
ぼん

はヘレン・ケラーです。
　ヘレン・ケラーは小

ちい

さい時
とき

に視
し

力
りょく

と聴
ちょうりょく

力を失
うしな

っ
てしまいましたが、サリヴァン先

せん

生
せい

と一
いっ

緒
しょ

に、生
い

き
るために必

ひつ

要
よう

なことを学
まな

んでいく本
ほん

です。
　ぜひ読

よ

んでみてください！

　このほんのすきなところは、うんこがたくさんで
てきたり、うんこせんせいのせいかつをおしえてく
れて、すごくおもしろいです。
　うんこせんせいは、あたまがうんこになっていて
とってもおもしろいです。

ヘレン・ケラー うんこなぞなぞ

藤瀬　心結 きゅああいどる

　フライパンに、まじないをかけたら、おいしい
りょうりがつくれるのが、いいと思

おも

いました。
　わたしも、フライパンにまじないをかけられると
りょうりめいじんになれるのになぁー。
　パパとママにつくってあげたいです。

パンダのおさじとフライパンダ

ゆらりん

　開館は原則、火曜～日曜（９～17時）で月曜休館。月曜が祝日の場合、翌
日の火曜が休館となります。なお、11月は蔵書点検（11月 11～ 16日）の
ための臨時休館も。12月 28日から１月５日は年末年始の休館となります。詳
しくは下記の休館日カレンダーを参照ください。☎ 237-0058

おすすめ本
「のび太」という生きかた
�  横山泰行
中学校の歴史が一冊でしっかりわかる本
�  重野陽二郎
マンガでわかる高校生からのお金の教科書
�  小柳順治 画・漫画工房 樹本村塾 十屋つぐみ
病気にならない食べ方はどっち？
�  大柳珠美　監修
力尽きレシピ２
�  犬飼つな
日本人のかんちがい英語
�  ゲーリー・スコット・ファイン　イラスト・栗生ゑゐこ
カラフル
�  森　絵都
白夜行
�  東野圭吾
コンビニ人間
�  村田紗耶香
俺俺
�  星野智幸

※�11月は職場体験に来てくれた中学生のおすすめ本
を紹介しています。

町
民
会
館
「
図
書
室
」

　
休
館
日
カ
レ
ン
ダ
ー

カ
ラ
ー
の
日
が
休
館
日

12月の休館日
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

11月の休館日
日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30
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２日	 ・郡町村会定例会

３日	 ・中華民国114年國慶節祝賀レセプション

６日	 ・課長会議　

	 ・子ども議会

７日	 ・宝くじ幸運アンバサダー来庁応対　

	 ・文化協会長来庁応対

８日	 ・上益城消防組合管理者会議

10日	 ・熊本連携中枢都市圏首長懇談会

11日	 ・イオンモール熊本20周年セレモニー

	 ・水の郷まつり

14日	 ・課長会議

	 ・給食費等無償化検討委員会　

16日	 ・上仲間消防団ポンプ授与式

17日	 ・六嘉神社秋季例大祭

	 ・市街化調整区域活性化連絡協議会総会

19日	 ・荒木泰臣像建立記念式典

20日	 ・課長会議

21日	 ・老人クラブ連合会グラウンドゴルフ大会　

	 ・天然プール協議会

22日	 ・職員人権研修

23日	 ・九州中央自動車道建設促進大会

24日	 ・課長会議

27日	 ・緑川改修期成会要望活動

28日	 ・町村長海外研修（～31日）

10月の町長の動き

咲
き
盛
る
カ
ン
ナ
の
朱あ

け

の
色
深
し
風
に
も
散
ら
ず
こ
の
暑
き
夏	

大
塚
シ
ズ
子

金き
ん

華か

布ふ

の
色
し
て
動
く
長
き
も
の
幼
子
が
見
る
初
め
て
の
と
か
げ	

川
原
　
涼
子

十
六
夜
の
月
の
し
ず
く
か
里
芋
の
葉
の
上
き
ら
り
光
る
朝
露	

北
澤
喜
美
子

調
理
台
棚
も
だ
ん
だ
ん
高
く
な
る
年
を
取
り
ゆ
く
実
感
と
し
て	

木
村
　
啓
子

日
々
に
見
る
家
の
完
成
そ
ろ
そ
ろ
か
今
日
は
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
載
れ
り	

工
藤
　
明
子

今
日
も
ま
た
暑
か
っ
た
ね
と
水
を
や
る
次
つ
ぎ
と
咲
く
百
日
草
に	

境
　
　
益
代

お
は
よ
う
と
声
か
け
て
行
く
高
校
生
首
筋
の
汗
き
ら
り
光
り
て 	

冨
永
　
照
代

武
蔵
の
景
色
知
ら
ぬ
も
ブ
ナ
の
木
の
蔭
思
わ
す
る
清
張
文
庫	

橋
本
ユ
キ
子

露
草
は
葉
を
つ
ぎ
つ
ぎ
に
繰
り
出
し
て
青
き
花
咲
く
灼
け
つ
く
日
々
に	

林
　
ひ
ろ
み

小
四
の
そ
ろ
ば
ん
授
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
可
愛
い
文
字
の
感
想
届
く	

増
岡
　
恵
子

枝
豆
の
畑
に
た
っ
ぷ
り
水
を
撒
き
の
ん
べ
え
姉き

ょ
う
だ
い

弟
妹
実
の
入
り
を
待
つ	

山
下
せ
い
子

※
作
品
の
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。

書道 短歌

読
み
下
し
文

「
此こ

れ
己す

で

に
常

じ
ょ
う

身し
ん

に
非あ

ら

ず
」

谷
本　

み
ゆ
き
さ
ん

 （
下
仲
間
）
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かしま
の
文化

絵
手
紙

鍋田町長談

　季節が移ろい、町の風景も変わります。嘉島町で
は10月15日から稲刈りが行われました。黄金色の田
んぼは、１週間余りですっかり地肌を現しました。
　今季の水稲の作付面積は、昨季を26㌶余り上回る
約229㌶です。夏場の猛暑や記録的な大雨に見舞わ
れましたが、台風や病害虫被害を受けず、農家の方
は安どされたことでしょう。
　農林水産省が発表した来年産の主食用の需給見通
しは、今年の収穫見込みと比べると減産で、新聞は

「前政権が掲げた『増産』を事実上撤回し、従来の
『需要に応じた生産』に戻す方針が反映された」と
報じました。今後の国のコメ政策を注視していきた
いと思います。
　多くの要因が絡む昨今のコメ不足問題ですが、

「市場の安定化」と「食料安全保障の強化」に向け
た生産体制の構築が求められていることは変わりま
せん。

こども日本画

「
水
の
郷
ま
つ
り
」
開
会
を
宣
言
す
る
鍋
田
町
長

　内田　松代さん（上仲間）
　「どこかに」

水彩画

　山下　真利子さん（上島）
　「オレンジ色もすてきなゴーヤ」

　波佐間　水美さん（嘉島西小２年）
　「ぶどう」
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色とりどりの絵柄の図書バッグが完成

けい と

発行所 嘉島町
発行人 鍋田　平

https://www.town.kumamoto-kashima.lg.jp/

発行日　令和７年11月14日

☎

鍋田町長に宝くじをPRする並川佳都さん

　宝くじ「幸運アンバサダー」の並川佳都さ
んが10月７日、町役場を訪れ、ハロウィンジャ
ンボ（１等３億円、前後賞１億円）とミニ（１
等３千万円、前後賞１千万円）をPRしました。
　大阪市在住の25歳。「１万円以上の当たり
くじは、ミニと合わせて昨年の17倍。当選し
たら何ができるか想像して楽しんでくださ
い」と笑顔を振りまき、ロビーで販売しまし
た。
　全国自治宝くじ事務協議会（東京都）によ
ると、ジャンボ宝くじは年５回販売。ハロウィ
ンは2017（平成29）年10月、「オータム」か
ら名称変更し、実りの秋の夢を届けています。
　宝くじの収益金は、各自治体のまちづくり
に使われています。

嘉島町の人口動態
令和７年10月31日現在

（前月比）

人   口 10,360 人　

　男　　 5,057 人　

　女　 5,303 人

世帯数　 4,253 世帯　（＋ 7）

　（＋ 9）

　（－ 7）

　（＋ 2）

幸運の女神が来庁

　
図
書
室
の
ペ
ー
ジ
で
「
子
ど
も

読
書
の
日
」（
４
月
）
企
画
の
「
わ

た
し
の
推
し
本
」
に
寄
せ
ら
れ
た

声
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
が
、
読
書
を
楽
し
ん
で
い
る

姿
が
目
に
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

　
11
月
９
日
ま
で
の
２
週
間
は

「
読
書
週
間
」
で
し
た
。
読
書
の

現
状
は
と
い
う
と
、「
１
カ
月
に

１
冊
も
本
を
読
ま
な
い
人
が
６
割

を
超
え
た
」
と
い
う
文
化
庁
の
調

査
や
「
１
日
に
全
く
本
を
読
ま
な

い
子
ど
も
は
半
数
以
上
」
と
の
民

間
調
査
結
果
も
あ
り
ま
し
た
。

　
私
は
「
２
カ
月
た
っ
て
も
１
冊

の
本
を
読
み
終
え
な
い
人
」。
ラ

テ
ン
ア
メ
リ
カ
文
学
の
傑
作
、

ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
作
家
の
世
界
的

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
図
書
室
で
最
初

に
借
り
た
の
は
８
月
下
旬
。
文
庫

本
で
６
０
０
㌻
超
の
長
編
は
、
正

直
骨
が
折
れ
ま
す
。
秋
の
夜
長
、

孤
独
に
ペ
ー
ジ
を
め
く
っ
て
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
花
）

 

ご両親：入山　翔一さん、舞姫さん（鯰）
★仲良し２人組★

ご両親：林田　総一郎さん、美咲さん（鯰）
パパとママの宝物！すくすく育ってね♡

林田　陽和（ひより）ちゃん
令和７年４月８日生

令和７年５月22日生

入山　姫菜（ひめな）ちゃん　２歳
　　　陽翔（ひなと）ちゃん

URL：https://logoform.jp/f/uiuPG
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